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[注]

(。，山
2) x=(x" … ， Xn)Tとすると ， IIx Il 2=X,2+ …+Xn2. 

3) {�t. t=O ， I ， …}をマルコフ過程とする.任意の(j，

k， ・ "， 1) に対して ， (çj ， çk> ・ "， çt) の結合分布が正規性

となるとき ， {çe} をガウス・マルコフ過程という.

4) PoøO は P。が非負定値対称行列であることを意味

する.
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義務経営コンサルタント務

-第27回日時: 6 月 5 日(土) 4:00-17:00 

場所:東京都勤労福祉会館 テーマ「これからの経営の

糧として老子を読むJ 発表者上回亀之助(上回イノベ

ーション研究所)

高度成長期などで先行が明るい時にはトップマネージ

メントの方たちは孔子の「論語J を愛読される.すこし

雲行きがおかしくなると「孫子の兵法J などを，そして，

どうにもこうにも，むずかしい事態が迫ってくると「老

子J を熟読される由.人間世界の複雑な森羅万象を簡単

で明快な字句で解説し，人の心の深層に迫る「老子」と

はそのような古典である.一読をおすすめする.

穆ORjMSとシステム・マネジメント場

・第 2 固( 5 月例会)

日時 5 月 8 日(土) 場所:東京工業大学(長津田キ

ャンパス)出席者: 15名

OR/MSがシステムのマネジメントにどのような影響

を与えるかを研究するための最初の手がかりとして，以

下の論文の紹介，討議を行なった.

David Dery: “ Bureaucratic Side of Computers: 

Memory, Evocation and Management Information" 
OMEGA , pp.25-32 , Vo1. 9, NO.I (1981). 

報告者:山田善靖(産能大)
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量におよぽす影響はほぼ同程度と結論できる.

おわりに

以上，簡単に紹介したように，マルコフ性が崩

れたときの対応に関する研究はまだまだ少ない.

マルコフ性が成り立たないのならマルコフ・モデ

ルはさっさと捨ててしまえとし、う意見もあるが，

マルコフ・モデ‘ルのもつわかりやすさと柔軟さ，

特に推移図のもつわかりやすさと柔軟さには捨て

がたいものがある.今後も，現実のモデル化を意

識したこのような方向の研究が進められることを

祈りたい.
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義務環境システム修

日時 4 月 21 日(水)16:00-20:00 場所:日科技連

出席者 :4 ;g 議題:フローショップスケジューリング

における Job-base 十分条件，鍋島一郎

物経営コンサルタント物

-第28回日時: 5 月 8 日(土)14:00-17:00 

場所:東京都勤労福祉会館 テーマ「経営経済データ

ベースによるコンヒ。ュータの活用法J 発表者:今村 達

(日本CDC コールサーピス営業部)

手で提げられるポータフeル端末機に電話の送受話器を

セットするだけで電話回線で宇宙衛星を介して直接北米

ミネアポリスにある CDC社の超大型コンヒ。ュータを呼

びだして使用することにより，グローパルな視点を提供

する国際情報データベースを自由に，いつでも，どこで

も活用できるようになった.内容は，企業財務・販売情

報・金融機関財務情報・証券市況・経済民力統計等々で

ある.

窃予測とその周辺課題物

日時 5 月 19 日(水)18:00-21 :00 場所:電力中央研

究所出席者: 8 名

458 (28) 

議題 TIMS 予測文献輪読

予測と白色化フィルター推定について

内容:時系列の予測の問題を，原系列を白色雑音に変

換するフィノレターの問題としてとらえ，自己回帰等の型

について討論を行なった.

物環境システム修

日時 5 月 19 日(水)18:00-20:00 場所:日科技連

出席者 5 名

題目 第 1 回閤定生物膜国際会議に出席して

発表者有水彊

生活排水の発生源で所見によって開発された技術を活

用して浄化した処理水を，主としてアメリカで開発され

た大量処理技術と綜合させ広域において土嬢浄化技術を

実用化するための問題を提示した.

義務 OR/MS とシステム・マネジメント務

第 1 回( 4 月例会)

日時 4 月 17 日(土) 場所:東京工業大学(長津田キ

ャンパス)出席者: 14名

第 1 回目の研究部会として以下の点について議論が行

なわれ，部会メンパーの共通認識を深めた.

(1)本部会の目的， (2)本部会の具体的研究内容， (3)他研

究部会との関連， (4)部会の進め方.

以上の点の検討によって，本研究部会はíOR/MS の

研究成果を経営システムのマネジメントに結びつけるこ

とを目的とし， OR/MS と人関心理，行動およびOR/

MS と組織の関係の研究，討議，調査分析を行なうこと J

を確認した.
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